
７
月
３
日
（
金
）

都
知
事
選
で
宇
都
宮
支
援
ひ
ろ
が
る

５
日
投
開
票
で
行
わ
れ
て
い
る
東

京
都
知
事
選
挙
で
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
候
補
で
あ
る
宇
都
宮
健
児
さ
ん

の
支
援
が
急
速
に
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
小
池
都
知
事
を
応
援
し

て
き
た
と
い
う
南
長
崎
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
「
コ
ロ
ナ
対
策
で
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
検

査
体
制
も
不
十
分
」
「
池
袋
で
感
染
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
何
の
手

立
て
も
な
い
」
と
批
判
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
（
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
）
か
ら
は
、
公
務
と
称
し
、

小
池
都
知
事
が
池
袋
の
夜
の
街
対
策
で
豊
島
区
内
で
の
「
密
」
な
集

会
に
参
加
。
地
元
の
有
力
者
を
集
め
て
都
知
事
選
の
支
持
固
め
、
あ

く
ま
で
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
と
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
宇
都
宮
さ
ん
の
政
策
に
共
感
が
ひ
ろ
が
り
、
小
池
都
政
か

ら
命
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
い
う
声
が
日
増
し
に
強
ま
っ
て
き
ま
し

た
。地

元
の
日
本
共

産
党
の
支
部
、
後

援
会
は
、
宇
都
宮

さ
ん
を
都
知
事
に

押
し
上
げ
よ
う
と
、

か
き
う
ち
事
務
所

か
ら
電
話
で
の
支

持
依
頼
、
朝
の
駅

頭
宣
伝
、
街
角
で

の
メ
ガ
ホ
ン
宣
伝
、
法
定
ビ
ラ
配
布
な
ど
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

奮
闘
し
ま
し
た
。

７
月
５
日
（
日
）

宇
都
宮
候
補
84
万
票
大
健
闘

こ
の
日
投
開
票
さ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
で
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
元
会
長
の
宇
都
宮
健
児
候
補
は
、
84
万
４
１
５
１
票
を
獲
得
し
、

大
健
闘
し
ま
し
た
。

「
自
己
責
任
よ
り
も
社
会
的
連
帯
、

支
え
が
重
視
さ
れ
る
社
会
を
一
緒
に

つ
く
ろ
う
」
と
の
訴
え
は
共
感
を
呼

び
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
大
き
く

前
進
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
さ
ん
は
、
選
挙
戦
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
命
と
暮
ら
し
を

守
り
ぬ
く
」
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
、
保
健
所
医
療
体
制
の
強
化

な
ど
を
主
張
。
仕
事
や
住
ま
い
を
失

い
、
営
業
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
人

へ
の
支
援
策
の
実
現
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力
は
今
後
も
安
倍
政
権
を
倒
す
大
き
な
前

進
と
展
望
を
示
し
た
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
豊
島
区
で
も
立
憲
民
主

党
や
社
民
党
と
の
共
闘
が
広
が
り
ま
し
た
。

７
月
7
日
（
火
）

東
長
崎
駅
で
豪
雨
災
害
救
援
募
金
訴
え

６
日
、
７
日
と

九
州
地
方
を
中
心

に
梅
雨
前
線
が
停

滞
す
る
猛
烈
な
雨

で
、
多
く
の
死
者

や
行
方
不
明
者
が

で
る
大
災
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、

た
だ
ち
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地
で
の
聞
き
取
り
、
支
援
の
取
り
組
み
を
開

始
。
現
地
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
深
刻
な
打
撃
に
加
え
て
の
大

災
害
に
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
こ
う
し
た
な
か
、
全
国
の
党
組
織
、
議
員
、
支
部

が
災
害
救
援
募
金
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
私
は
、
き
ょ
う
の
朝
の

駅
頭
宣
伝
か
ら
支
部
の
皆
さ
ん
と
募
金
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
写
真
）

駅
頭
宣
伝
の
お
知
ら
せ

早
朝
の
駅
頭
宣
伝
に
是
非
、
短
時
間
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ

れ
に
は
、
か
き
う
ち
前
区
議
が
参
加
し
ま
す
。
（
雨
天
は
中
止
し
ま

す
）当

面
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
い
ず
れ
も
毎
週
火
曜
日
、
朝

７
時
30
分
か
ら
で
す
。

７
月
21
日
（
火
）
椎
名
町
駅
北
口

７
月
28
日
（
火
）
椎
名
町
駅
南
口

８
月
の
宣
伝
は
休
止
し
ま
す
。

７
月
10
日
（
金
）

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
２
４
９
０
通
超
え
る

日
本
共
産
党
区
議
団
が
、
取
り
組
ん
で
い
る
豊
島
区
民
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
今
日
ま
で
２
４
９
２
通
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
前
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
終
で
２
４
２
３
通
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
超
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え
ま
し
た
。

私
は
、
寄
せ
ら
れ
た
回
答
す
べ
て
に
目
を
通
し
、
深
刻
な
相
談
内

容
が
書
か
れ
た
も
の
に
は
そ
の
都
度
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
1
年
で
暮
ら
し
が
「
苦
し
く
な
っ
た
」
が
45
％
、
「
良
く
な
っ

た
」
は
わ
ず
か
２
％
で
す
。
ま
た
、
住
民
税
、
健
康
保
険
・
介
護
保

険
料
な
ど
の
負
担
が
「
重
く
な
っ
た
」
は
55
％
、
「
こ
れ
以
上
の
負
担

は
耐
え
ら
れ
な
い
」
は
75
％
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
区

民
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

区
政
で
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
●
子
育
て
・
教
育
で
は
、
認
可

保
育
園
の
増
設
、
待
機
児
童
の
解
消
●
医
療
・
福
祉
・
介
護
で
は
、

国
民
健
康
保
険
料
、
医
療
費
負
担
の
引
き
下
げ
●
住
宅
、
街
づ
く
り
、

産
業
振
興
で
は
、
街
の
美
化
、
ご
み
対
策
●
防
災
、
震
災
対
策
で
は
、

避
難
場
所
の
確
保
が
一
位
を
占

め
ま
し
た
。

（
中
間
の
ま
と
め
は
、
区
議

団
ニ
ュ
ー
ス
7
月
号
外
で
掲
載

し
ま
し
た
。
）

ア
ン
ケ
ー
ト
は
分
析
し
て
、

直
ち
に
区
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
と
あ
わ
せ
、
政
策
や

来
年
の
都
議
選
公
約
の

基
本
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
回
答
を
引
き
続

き
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
13
日
（
月
）

生
活
相
談
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
方
か
ら
不
安
や

困
窮
の
声
が
広
が
り
、
日
本
共
産
党
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
間
党
員
や
、
後
援
会
の
方
と

と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
乗
り
な
が
ら
解
決
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

生
活
保
護
の
申
請
、
10
万
円
の
給
付
金
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
持

続
化
給
付
金
の
手
続
き
、
家
賃
補
助
、
さ
ら
に
は
こ
こ
に
き
て
国
保

料
、
年
金
、
生
活
保
護
受
給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
生
活
に
か
か
わ
る

相
談
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

国
の
制
度
、
都
の
制
度
、
区
の
制
度
と
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
本
当
に

今
の
行
政
は
わ
か
り
に
く
く
、
知
ら
な
い
と
泣
き
寝
入
り
や
も
ら
え

る
も
の
ま
で
も
ら
え
な
い
ま
ま
や
り
過
ご
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
も
の
も

見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
り
ご
と
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

７
月
15
日
（
水
）

第
２
回
定
例
区
議
会
閉
会

都
知
事
選
挙
を
挟
ん
で
開
会
さ
れ
て
い
た
区
議
会
定
例
会
が
、
今

日
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
区
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
議

員
に
よ
る
差
別
発
言
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
応
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
、
沓
沢
区
議
が
「
請
願
者
の
氏
名
、
住
所
は
把
握
し
て
い

る
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

請
願
し
た
区
民
は
、
審
査
さ
れ
た
区
議
会
議
会
運
営
委
員
会
で
、

「
身
の
危
険
を
感
じ
た
。
正
式
な
形
で
声
を
あ
げ
た
区
民
へ
の
抑
圧

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

請
願
は
、
今
日
の
本
会
議
で
、
沓
沢
区
議
以
外
の
全
会
派
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
沓
沢
区
議
が
、
伊
藤
詩
織
さ
ん
の
性
暴
力
被
害
訴
訟

勝
訴
を
受
け
、
「
女
性
が
社
会
的
・
経
済
的
に
攻
撃
で
き
る
判
例
が

出
た
。
恋
を
し
て
結
婚
し
た
い
男
女
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
な
判
決
」

な
ど
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
。
こ
れ
を
受
け
て
、
性
暴
力
の
根
絶
を

目
指
す
決
議
が
、
日
本
共
産
党
な
ど
が
議
員
提
案
し
ま
し
た
が
、
自

民
党
、
公
明
党
、
都
民
フ
ァ
・
民
主
が
反
対
し
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
論
の
広
が
り
や
性
暴
力
は
許
さ
な
い
声
の
広
が
り
か

ら
、
今
定
例
会
の
初
日
に
は
、
別
の
性
暴
力
の
根
絶
を
目
指
す
決
議

案
が
沓
沢
区
議
以
外
の
全
会
派
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
前
豊
島
区
議
会
議
員

か
き
う
ち

信
行

自

宅
＝
３
９
５
０
❘
３
６
７
５

控

室
＝
３
９
８
１
❘
１
４
２
９

連
絡
は
右
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
７
月
９
日
新
宿
駅
西
口
で
志
位
委
員
長

先
頭
に
緊
急
の
「
二
〇
二
〇
年
豪
雨
災
害
救
援
募
金
」
に
取

り
組
み
街
頭
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

長
崎
地
域
で
も
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
寄

り
の
党
員
、
か
き
う
ち
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。


